
ＫＡＮＳＡＩ統合型リゾート研究会の開催結果について 

平成２９年７月９日 

広域観光・文化・スポーツ振興局 

平成 23 年に設置したＫＡＮＳＡＩ統合型リゾート研究会については、国の議論も進まない中、
研究会としては意見がまとまらず休止していたところですが、昨年末の特定複合観光施設区域の整

備の推進に関する法律の制定を受け、再開し、下記のとおり研究会を開催しました。

記 

１ 委員 

２ 研究会 

   ○日時 平成29年6月18日(日)10:00～12:00 

   ○場所 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）大会議室 

   ○主な委員意見 

・ ＩＲを核とした地方創生など、地方の創意工夫を活かした多様なＩＲになるよう観光

客の周遊を考慮し、近接して複数のＩＲがあっても良い。 

・ ＩＲからの納付金について、ＤＭＯへの支援など観光・文化振興に活用できるしくみ

が必要 

・ ギャンブル依存症などのマイナス面を強調するのではなく、対策を行うことを国に対

してアピールし、関西への誘致に役立てるべき 

・ ギャンブル依存症対策、青少年育成ともに予防が重要 

・ ＩＲの周辺地域についても、増大する観光客への対応等警察の治安における役割が重要 

となる。 

３ 今後の予定について 

今年度内に計４回程度開催し、次回は7月31日に大阪府立労働センターで開催し、広域連合

としての国への提言案について議論する予定 

   その後、国の議論の動向を踏まえ、現在、改定作業中の関西観光・文化振興計画に盛り込む

べき内容について検討
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